
レスコフ文献考
　　　書誌と著作集をめぐって

岩浅武久

　ニコライ・セミョーノヴィチ・レスコフ

（1831－1895）に関する文献を播くたびに見出

すのは，19世紀・シヤのこの特異な作家が正

当に評価されていないことに対する，著者達

の嘆きの言葉である。文学史家のB．B．ヴァ

ールネケは，1921年に書かれた「失われたレ

スコフ」という小文のなかで，レスコフ研究

が進んでいない状況を嘆剖　レスコフの手稿
　　　　　　　　　（1〉
の散逸を心配しているが，そうした嘆きの声

は，現在にいたるまで，ほとんどのレスコフ

研究者の著書のなかに聞きとることができる。

『芸術家レスコフ』の著者K），B．ト・一イツ

キイはr同世代と後代の人びとに対する影響

が正当に評価されていない作家達がいる。レ

スコフもまたそうした作家である」という言
　　　　　　　　　　　（2）
葉でその著書を書き出しており，同じく現在

の代表的なレスコフ研究者であるH。B，スト

リャローヴァも，著書『理想を求めて（レス

コフの創作）』の冒頭にr《きわめて独自な・

シャ作家》レスコフの創作は，今なお十分に
　　　　　　（3）
研究されないでいる」と書き記すことを忘れ

ていない。最近のレスコフ研究の質的量的な

進展にはめざましいものがあるが，それでも，

他の・シヤ作家のそれと比較するとき，レス

コフ研究はまだまだ立ち遅れていると言わね

ぱならない。レスコフ研究が立ち遅れている

原因のひとつは，現在にいたるまでに発表さ

れたレスコフ文献の包括的な紹介がいまだ為

されていない点にも求められるのではあるま

いか。とくにここ20年余りのレスコフ研究

の成果は，ソ連においてもいまだ目録化され

ておらず，それらは個々の研究者の手持ちの

カードにまとめられているのみである。筆者

が試みるのはレスコフ研究の手がかりとして

のレスコフ文献の見取図であり，本稿ではと

くに書誌とレスコフ著作集をその対象とする。

書誌

（1）n．B．BbIKoB（CocT，），BH6朋orpaΦ四

co叩HeHH曲H．C．JlecKoBa．3aTpH八皿aTb

ハeT（1860－1889），BKH，：Co6paHHe

　coqHHeHH負H．C．JlecKoBa．T．10，Cn6．，

THnorpaΦHH　A。C　CyBopHHa，1890，cTp．

1－XXV。（プィコフ作成レスコフ著作目

録）

　この目録は，若き日からのレスコフの知己

であり，のちに書誌学者になったブイコフが

作成したもので，レスコフの生存中に出版さ

れた唯一のまとまったレスコフ著作集（いわ

ゆるスヴォーリン版著作集）第10巻の巻末
　　　　（4）
に採録された。ブイコフは，じつはこの目録

の前にも，1889年にレスコフ著作目録を出し
　（5）

ているが，これは1887年までのレスコフの

著作をまとめたもので，著作集に採録された

ブイコフ作成目録は，年代的に見て新しいと

いうだけでなく，内容面でもはるかに充実し



ている。ここには，レスコフの文筆活動開始

期（1860年）から1889年までのレスコフの

著作の大半が網羅されており，しかも，初出

の雑誌・新聞別にまとめられて，著作の表題

掲載頁，署名にいたるまでが明記されている。

論文その他で，目録からかなりの著作が抜け

おちていること，一部が雑誌目次をもとに作

成されたせいか，目次にあって本文で削除さ

れた（検閲のため）ものまで含まれている例

があること，頁の記載に時おり誤記が見られ

ることなどの欠点はあるが，それでもこの目

録は，現在にいたるまでのもっとも完全なレ

スコフ著作目録であり，レスコフの著作を知

るためには欠かせない基本文献である。

　ブイコフ作成目録に関してはひとつのエピ

ソードが残されている。1888年にレスコフ

著作集の出版構想が持ち上がったとき，レス

コフは，自分の著作を新聞雑誌から拾い上げ

て収録に適当なものを選ぶという作業がきわ

めて困難だと考えた。そのとき彼の身近にい

たアレクサンドロフ，ビビコフ7ヤシンスキイ

など若手作家の助言により，ブイコフに相談

したところ，ブイコフはすでにレスコフの著

作リストを記録しており，無償でレスコフの

ために著作目録を作成し，それを贈呈してく
　　　（6）
れたという。レスコフはその友情に感謝し，

記念にその目録を少部数（100部）印刷し，

うち50部が市販された。それが注（5）の目

録である。レスコフはまた，これに感謝して

自作のrある農婦の生涯』（〉KHTHe　OAHO員
　　　　　　　　　　　　　　（7）
6a6u）を改稿した『樹皮靴のアムール』の

手稿をプイコフに贈っている。

（2）JLA．q脳HKoB．H．C。JlecKoBm．

CTe6HH玖KH茸，　＋21　ΦeBpaπH　1895．K

　6H6ハHorpaΦHH　ero　coqHHeHH曲．一《レ13－

BecTH兄0八eccK．BH6朋orpaΦ四ecKoro

　o6砥ecTBa　HpHレIMrL　HoBopoccH員cKoM

　yHHBepcHTeTe》，T．IV，Bbm。1（只HBapb
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一ΦeBpaJlb1915r。）cTp。12－16．（チジ

コフrレスコフ著作目録に寄せて」）

　チジコフは，ブイコフ作成目録以後のレス

コフの著作を集め，さらにマルクス版36巻

本レスコフ全集（後述）に収録されなかった

作品を指摘することによって，ブイコフ作成

目録を補う意図を持っているが，彼は1889

年版の不完全なブイコフ作成目録しか見てい

ない様子で，著作集第10巻におさめられた

ブイコフ目録はチジコフの視野にはいってい

ない。さらに他作家の著作をレスコフの著作

と断定するなど，誤った記述が目立ち，目録

としての価値は疑問である。

（3）CH．田ecTepHKoB。K6H6皿orpaΦHH

coqHHeH曲H．C．刀ecKoBa．一《M3BecTH只

　oT双eJleHH月　pyccKoro　月3blKa　H　cJIoBe－

　cHocTH　PoccH肖cKo飾AH》，T．30，1925，

　CTP．268－310，（シェステリコフ「レスコ

　フ著作目録に寄せて」）

　チジコフと同様にシェステリコフ（1903－

1941）は，ブイコフ作成目録に洩れたレスコ

フの著作を拾い出すことを，この論文の第

一の目的としている。ただし，すでにマルク

ス版全集におさめられた著作については，プ

イコフ作成目録から洩れたものも，その考察

対象から除外されている。これは，ブイコフ

作成目録と並んで，将来完全なレスコフ著作

目録を作成するための貴重な文献だと言わね

ばならない。シェステリコフはこのなかで新

たに75点のレスコフの著作名をあげ，その

ひとつひとっに解題を付けている。無署名あ

るいはペンネームで書かれた文章をレスコフ

の著作と断定する揚合は，さまざまの角度か

らの考察と筆者確定の根拠が詳細に示されて

おり，その説明は十分に納得できるものであ

る。説明で引用された数多くのレスコフ関係

文献は，そのほとんどが目録化されておらず，
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ロシヤにおけるレスコフ像をさぐる手がかり

としても貴重な資料である。ただしシェステ

リコフ自身もこの論文のなかで認めているよ

うに，この論文は，執筆者が地方都市でこれ

を執筆しなけれぱならなかったという制約を

持っており，レスコフ著作目録の作成に必要

な文献の一部は調査対象に加えることができ

ず，たとえぱレスコフが執筆陣に名を連らね

ていた『ペテルブルク新聞』（neTep6yprCKaH

ra3eTa）はまったく調査されていない。そう

した空白を埋める仕事はシェズテリコフ以後

の研究者に残された課題だが，今のところそ

の課題は，部分的に果たされたものはあって
（8）　　　　　　　　　　　　　　　（9）
も，全面的にはまだ果たされていない。

　さらにシェステリコフはこの論文のなかで

27点にのぼるレスコフの未発表著作を指摘

している。これは直接手稿にあたって確認さ

れたものではなく，レスコフの書簡，同時代

人の回想等の記述に基づくもので，必ずしも

執筆が完了したとの確証はないが，このなか

で11巻著作集（後述）に収録されたものは，

『悪魔の人形』（qePTOBbl　Ky期bK），『公正な

人。夜半の幻』（CHPaBe即HBbI首qeπoBeK．

HoJlyHou珊oeBH双eHHe）の2、点にとどまり，

その他のものについてはさらに検討する余地

が残されているo

　また論文の末尾には，1925年以前に発表さ

れたレスコフの書簡の一覧がある。これは，

1925年当時としては最初のレスコフ書簡目

録であったが，レスコフの手紙は，ここに紹

介されたものを含めて，すでに11巻著作集

に数多く掲載されており，現在では資料とし

ての価値は少ない。

（4）　B，只．Byx田Ta6．H．C，JlecKoB．yKa－

3aTeπb　ocHoBHo曲JIHTepaTypbL∫1・，1948，

83CTP・（ブフシュターブ『レスコフ基

本文献案内』）

　これまでにあらわれたもっとも包括的なレ

スコフ文献紹介書であり，貴重な文献である。

すでに古いレスコフ文献については，メジエ
（10）　　　　　（11）　　　　　　（12）
一ノレ，　ヴェンゲーロフ，　ウヲジスラヴレフ等

の著書で知ることができるが，ことに1920

年代後半以後のレスコフ文献を網羅した目録

は当時存在しておらず，プフシュターブは，

新しいレスコフ文献目録作成の必要性を痛感

して，意欲的にこれと取り組んでいる。最初

に簡単なレスコフ年譜があり，そのあと「レ

スコフの著作」，rレスコフに関する文献」，

「書誌紹介」と続いている。

　rレスコフの著作」の項目では，マルクス

発行第3版レスコフ全集（全36巻）と初版，

第2版のレスコフ全集（全12巻）の内容が

紹介されているほか，さらに15冊の既刊作

品集が検討され，その各々について，36巻全

集に収録されなかった作品が指摘されている。

さらにブフシュータープはン検討済みの全集

や作品集に未収録の主要作品リストを作り，

そこで42点のレスコフ作品の名前をあげて，

その掲載紙・誌を紹介している。（うち11点

はブイコフ作成目録に記載されていなかった

ものであり，また34点は，ソヴェト期にな

って出た11巻著作集にも収録されていない）。

また本書でとくに注目すべきものとして，既

発表書簡のリストをあげておかねぱならない。

ここでは書簡からの一部抜葦を含めて，レス

コフの既発表書簡516通の掲載書（雑誌，新

聞）とその頁が示されているが，このように

まとまった形でレスコフの既発表書簡に関す

る資料が呈示された例は本書のほかにはない。

　　　　　　　　　　　　　（13）
1962年に出版されたムラートヴァの目録に

もこの類いの資料はあるが，ブフシュターブ

のリストはそれを上回っている。さらに本書

には，すでに新聞雑誌等に発表されたレスコ

フあて書簡70通のリストもおさめられてい

る。

　「レスコフに関する文献」の項も充実して



いる。テーマ別のレスコフ文献，回想，伝記

資料，レスコフと他の・シヤ作家との関係等

の文献が，古い文献も含めて，ここでは89点

あげられており，1945年以前の主要文献の大

半は本書で見つけることができる。以上述ぺ

たように，本書の利用価値は現在においても

きわめて高い。ただ本書の題名に「基本文献

案内」とあるように，ここでは基本的な文献

に的がしぼられている。それは利用者に対し

て親切な方針であるとも言えるが，たとえば

レスコフの著作そのものにおけるr基本文

献」とはいったい何を指すのだろうか。そこ

でふと考えこまずにはいられない。編者は全

集や作品集から抜け落ちたレスコフの著作を

指摘するときにその取捨選択をおこなってい

るわけだが，取捨選択の根拠は明らかにされ

ていない。あらゆる角度から作家の全体像を

掘り起こすためには，作家の全著作が研究の

対象とならねばならず，研究者に素材への手

がかりを与える目録資料においては，あくま

でも，たとえばプイコフやシェステリコフが

示したような，完壁さを求める姿勢が堅持さ

れねばならないのではあるまいか。ブフシュ

タープのすぐれたこの仕事を見ていると，な

おさらそう思われてくる。

手稿目録

（1）　H．n．KamHH（PeA，），H，H．OcTpo－

BcKH曲，H．C．JlecKoB。一PyKonHcH，He－

PenKcKa，八oKyMeHTbl一，瓢。，1938，cTp。

61－212，（カーシン編『オストロフスキイ，

　レスコフー手稿・往復書簡・文書一』）

（2）　JI．n．KJ【o【IKoBa・PyKonHcH　H　rle－

penHcKa　H．C．刀ecKoBa．HayqHoe　oH－

HcaHHe．一《E）Kero八HHK　　　pyKoHHcHoro

oT八eJIa　nyl皿KHHcKoro八oMa　1971》JI．，

1973，CTP．3－105，（クロチコーヴァ「レ

スコフの手稿と往復書簡」）
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　レスコフの手稿目録は今までに以上の2点

が発行されている。（1）はモスクワの文学博

物館発行。ここにはレスコフの手稿162点の

ほか，自筆メモ16点，書簡289通，レスコフ

あて書簡324通など，さらにレスコフの肖像

画や写真，作品の挿絵，伝記資料などの目録

も含まれている。これらは元来文学博物館で

集められたものだが（コレクシ日ンの大半は，

作家の，自、子アンドレイ・レスコフから譲り受

けたもの），現在は中央国立文学芸術古文書

館（口rAJIH）に保管されている。（2）は，

レニングラードのソ連邦科学アカデミー・ロ

シヤ文学研究所（プーシキン会館）手稿部に

おさめられているコレクシ日ンの紹介である。

レスコフの作品などの手稿は67点にとどま

るが，ここには大量の書簡が集められており，

レスコフの書簡の数はじつに1057通，レス

コフあて書簡も159通にのぼっている。レス

コフの著作，書簡等のすべてをおさめた完全
　　　　　　　　　　　　　　（14）
な「全集」がいまだ発行されていない現在，

2つの手稿目録はきわめて貴重なものと言わ

ねばならない。レスコフの手稿は，目録がす

でにあるモスクワの中央国立文学芸術古文書

館とレニングラードのロシヤ文学研究所（プ

ーシキン会館）手稿部のほか，レーニン図書

館手稿部に8点，レスコフの故郷オリョール

のトゥルゲーネフ博物館に5点あり，さらに

レニングラードのサルティコーフ＝シチェド

リーン公共図書館その他にもあるが，手稿の

大半は上記の2機関に保管されている。

著作集

（1）Co6paHHeco畷HHeHH益H，C．JIecKoBa、

T．1－12，C「16。，1889－1896（レスコフ著

作集（全12巻）初版。ペテルブルグ）

まとまったレスコフ著作集としては最初の
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もの。第1巻から第10巻までは，1889年か

ら1890年にかけて，レスコフの生存中に全
　　　　　　　　　　　　イ10巻著作集としてA．C．スヴォーリンによっ

て発行されたが，その後，1893年に第11巻

が加えられ，さらにレスコフの死後1896年

にA・Φ．マルクスによって第12巻が刊行さ

れた。著作集に収められた作品は全部で90

編。この著作集第10巻の巻末には，前述の

ブイコフ作成レスコフ著作目録が採録されて

いる。この著作集の第6巻は数奇な運命を辿

った。当初出版を予定されていた第6巻には，

r零落一族」（3axy皿abl藍po八），r僧正生活

片々」（瓢e刀oqH　apxHepe伽Ko負班H3朋），r高

位への戦い」（Bopb6a3a　Hpeo6ハa八aHHe）ン

「天国の竜」（P甜CKH曲3Me臼），r宗務院の哲

学者」（CHHO双飢bHb由Φ冊ocoΦ），r聖職の

放浪者たち」（Bpo八HrH八yxoBHoro　qHHa），

「ナリフキ救世主教会の出来事」（Cハyq曲

yCHacaBHaJIHBKax）「セーニチカの毒」

（CeHHqKHH肌）の8編が収録されていたが，

この巻は検閲により1889年9月に発禁処分

になったのである。結局第6巻は，すでに第

10巻までの刊行が終ったあとの1890年にな

って，ようやく，「零落一族」1編が残された

ほか，最初とは全く異なる内容で出版された。

最初の第6巻は，すべて印刷が完了しており，

発禁処分のまま，スヴォーリンの印刷所に残

されていたが，1893年には改めて発禁処分対

象の第6巻を「完全処分」するとの決定が下

され，印刷所に残された全部数が警察の手で

押収され，焼却された。現在残っている旧第

6巻は，わずかに著者の手に残されたもので，

オリョールのトゥルゲーネフ博物館（展示は

レスコフ博物館），レニングヲードのサルテ

ィコーフ；シチェドリーン公共図書館などが

所蔵している。

（2）　Ho凋Hoe　co6paHHe　couHHeH曲H．C，

JlecKoBa・レ13几2－e，T，1－12，C「16．，H3一

双aHHe　A，Φ㌔瓢apKca，1897（レスコフ

全集・全12巻・マルクス第2版。ペテ

ルブルグ）

　このマルクス版全集は，r全集」と名づけ

られているが，その内容は（1）の全12巻著

作集とまったく同じものである。ただしこの

「全集」からはブイコフ作成目録はとり除か

れている。よく誤解されることだが，この全

集にr第2版」とあるのは，マルクスがスヴ

ォーリンの後を受けついで第12巻を発行し

た最初の著作集を初版と見るのに対して，こ

れをr第2版」と呼んでいるのであって，こ

のr全集」に初版と第2版があるわけではな

いo

（3）　Ho刀Hoe　co6paHHe　co哩HHeHH曲H．C．

∫IecKoBa，レ13几3－e，T．1－36，Cn6．，レ13一

πaHHeA・Φ・MapKca，1902－1903。（np目一

諏o》KeHHe　K》KypHa」Iy“HHBa”）．（レス

　コフ全集・全36巻・マルクス第3版。

ペテルブルグ）

　革命前に出たレスコフ全集のなかではもっ

とも充実しており，第1巻の冒頭には，P・

M・セメントコフスキイの論文rニコライ・

セミョーノヴィチ・レスコフー批評と伝記
（15）

一」がある。ただしブイコフ作成目録はこ

こにも収録されていない。この「全集」は全

36巻にのぽるものだが，各巻の頁数は200頁

位で，収録作品も12巻全集に7編を加えた

97編にとどまり，やはり本物の「全集」に

はほど遠い。新たに加えられた作品は，初

期の戯曲「浪費家」（PaCToqKTe恥）のほか，

「クロイツェル・ソナタにちなんで」（no

noBo八y　KPe触ePoBo曲coHaTu），「うすのろ

マラーニャ」（maπaHH兄一ro刀oBa6apaHbH），

「パヴリン」（naB』HH），「鬼火」（B丑y》ua－

m皿HeorOHbKK），「ブラマダータとラドヴァ

ン」（BPaM砥aTaHPa双oBaH）。それに発禁



になった第6巻に収められていたr僧正生活

片々」が歪められた形で掲載された。この全

集が第3版となっているのも，（2）の12巻

全集の揚合と同じ理由による。これはマルク

ス発行の3番目のレスコフ全集という意味で

あり，この36巻全集が版を重ねたというわ

けではない。またこの全集の揚合も，（1）（2）

の12巻全集と同じく，注釈はなく，作品テ

キストのみが収録されている。

（4）H，C。JlecKoB，Co6paHHecoqHHeH曲

　B　o八HHHa八【具aTH　ToMax．rocy双apcTBe－

　HHOe　H3双aTeJIbCTBO　Xy八0》KeCTBeHHOH

　ハHTepaTypbI，凪，1956－1958。（レスコフ

　著作集・全11巻・モスクワ・国立文芸

　出版所）

　ソヴェト期になって出版された全11巻著

作集で，B。F。Ba3aHoB，B．兄ByxmTa6，A．

H。rpy3江eB，C。A。Pe曲cep，B．m．9負xeH6－

ayMの共同編集。各巻に著作の初出およぴ使

用テキストの説明を含む注釈が付けられてお
　　　　　　　　　　　（16）
り，難解な語句の注釈もある。またこの著作

集には，レスコフの論文や回想，書簡が初め

て収録されている。収録著作は，文学作晶が

103編，回想・論文が56点，書簡が422通で

ある。書簡の一通一通に解説が加えられてい

るほか，第11巻の巻末には，シェステリコ

フの未亡人K．且ボガエフスカヤの作成した

レスコフ年譜がある。これは詳細な年譜で，

ブイコフ作成目録が入手困難な現在では，レ

スコフの著作目録の役割も果たしている。こ

こにはブイコフ作成目録に無い著作も加えら

れているが，年譜に記された著作はあくまで

主要なものにとどまり，かなりの数の著作に

ついては言及がなされていない。革命前のマ

ルクス版36巻全集と比較すると，それぞれ

収録作品の選択に異同があり，たとえば36

巻全集のうち5巻を占めていたrいがみ合
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い」（Ha　HO凪ax），1冊半を占めていたr見

捨てられた人たち」（060甑eHHHe）という

2つの長編が，11巻著作集からは除外されて
（17）

いるo

　上記の著作集のほかに，ある程度まとまっ

た著作集としては，雑誌《Oro旺eK》の付録

版として発行された全6巻著作集（Co6paHHe

coqHHeHH赫B6ToMax．ハヘ．，“HpaB双a”，1973）

と全5巻著作集（Co6paHHecoqHHeH贈B5

ToMax，凪，“npaB八a”，1981）がある。前者

はプフシュターブ，後者はト・一イツキイが

編集を担当しており，注釈も付けられている。

前者の収録作品は，全11巻著作集の枠をこ

えるものではなく，注釈も「悪魔の人形」の

完結部についての解説のほかは，ほぽ全11

巻著作集の注釈に依拠している。後者では，

マルクス版全36巻全集に含まれていたrう

すのろマラーニヤ」が再録されている。

注

1．B．B．BapHeKe．PacTep月HHb由JlecKoB．

BKH．：noceB（C60pHHK）．0双ecca，1921，

CTP．83－86．

2．B．K）．TpoH既KH曲，∫IecKoB－xy八o｝KHHK・

m．，1974，CTP。3．

3。レ1．B。CToJ旧poBa．BnoHcKaxH双eaJ【a

（TBoPqecTBoH．C。刀ecKoBa）・JL，1978，

CTP，3，

4・この目録は非常に貴重なものだが，第2

版全集以後，現在にいたるまで採録されて

いない。

5．n．B．BbIKoB　（CocT。）．BH6JmorpaΦH月

coqHHeH哺HHKoJIa只CeMeHoBHqa　JlecKo－

Ba　c　Haqaπa　ero　』KTepaTypHoH　Ae只Te一

ハbHocTH－1860　r．Ho　1887　r。（BKJIK）qHTe－

JlbHo）．CH6．，THnorpaΦHH　A，C。CyBo．

PHHa，1889．

6．H．C。JlecKoB．ToBap肌【真ecKH藍no八apoK。
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　BKH，：Co6paHHecoqHHeHH曲B11－HTo－

　Max，T．11，cTp．238－239．

7・H，C　JlecKoB，AMyp　B　JlanoToqKax．

　KpecTb兄HcK曲poMaH，HoBa兄HeH3双aHHa月

　pe八aK【真H只c　noc丑ecJIoBHeM　n．B。Bb！KoBa，

　JI，，1924．

8．H，B，CToππpoBa，H．C．刀ecKoB　B

　《BHp嵐eBblxBe八oMocT兄x》H《BeqepHe藍

　ra3eTe》1869－1871rr．一《yqeHbIe3anHcKH

　J「1「y》　Nも　295，CepHH　ΦHハo諏orHqecKHx

　HayK，Bbm．58，1960，cTp．87－119など。

9・しかし，シェステリコフには未発表手稿

　《Tpy双bl　H八HH　H，C，πecKoBa》があり，

　シェステリコフ未亡人K，n．BoraeBCKaH

　はこれを受けついで，11巻著作集のレスコ

　フ年譜を作成している。またシェステリコ

　フ論文を補うものとして，n・n・Ky双P月一

　B鵬Bの未発表手稿《1〈6H6』HorpaΦHH

　neqaTHblxTpy1PBJIecKoBa》があるとの

　ことだが，未見にて不明。

10。　A。B，me3bep．pyccKaH　cJloBecHocTb

　cxluoxlxcTo几，Bb皿2，Cn6．，1902．

11．C。A．BeHrepoB，レlcToqHHKH　cJIoBap月

　pyccKHx　nHcaTeハe曲。T，IV，nr．，1917．

12・レ1．B・BJla川｛cJlaBJ【eB・PyccKHe　nHcaTeハH

　XIX－XX　cToJL，レ13八．4－e，荊、一刀，，1924．

13・K・几凪ypaToBa（Pe双．）．HcTop朋pyc－

　cKo肖JIHTepaTypb【XIX　BeKa、BH6汀Horpa一

Φ四ecK曲yKa3aTe汀b．M－JI．，1962，cTp。

　429－434、この目録では，1959年までのレ

　スコフ関係文献127点が紹介されており，

　（目録としては不完全なものだが，それで

　も）比較的新しい文献を知るためには有効

　だろう。ことに1957年に出版された作家

　の息子アンドレイ・レスコフの大著に引用

　されたレスコフ書簡の一覧が掲載頁ととも

　に収められているのは便利である。

14・・シヤ文学研究所の研究員はrドストエ

　フスキイ全集を刊行したあと，今度は完全

　なレスコフ全集を出したいという《夢》

　（MeUTa）を持っている」と語っていたが，

　それがいつ実現するかはまだわからない。

　また，掲載作品は未定だが，1983年にミ

　ニチュア版レスコフ著作集（全13巻）の

　刊行が予定されている。

15．P．H．CeMeHTKoBcKH首．HHKoJla曲CeMe．

　HoB四刀ecKoB．KpHTHKo－6HorpaΦ四ecK曲

　oqePK・

16・しかし，r各巻の注釈担当者によって注

　のつけかたに一貫性がなく，たとえぱセル

　マンの注釈の揚合，オリ日一ル地方方言が

　よく理解されていない」と指摘する研究者

　もいる。（CM，cTaTbK）C．H．KoTKoBa“O

　cハoBapHb夏x　npHMeqaHH牙x　K　npoH3Be双e－

　H朋M　H．C　JlecKoBa”一《H3BecTH月　AH

CCCP。OT双e刀eHHe朋TepaTypu朋3uKa》

　T・17，Bbl耳L3，1958）

17・これら2つの版の収録作品の異同に関し

　ては，下記の書物の巻末に異同リストがあ

　るoこのリストは，レスコフのフィクショ

　ン作品に対象を限っているが，双方に収録

　されていない作品の指摘もあり，便利であ

　る。

　　Hugh　McLean，Nikolai　Leskov：The

　man　and　his　art、“Harvard　University

　Press”，Cambridge，Massachusetts，Lon－

　doll，　1977．


